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図1　減衰力算定のイメージ 図2　減衰力と速度の関係

　地震時における構造物の応答の評価には，動的解析を用
いることが推奨されています。動的解析では，減衰の設定

の差分より直接的に減衰係数の値を算出する手法を試みま
した（図1）。この手法を用いることで，ひずみレベルに応
じた逸散減衰の値について時々刻々と算定することができ
ました（図2）。なお，本研究の一部は国土交通省の鉄道技
術開発費補助金を受けて実施しました。

が構造物の応答に与える影響が大きく，なか
でも地盤と構造物の相互作用により生じる逸
散減衰の影響が大きいことが知られています。
この逸散減衰は，振幅や振動数に依存するこ
とが知られていますが，その特性を定量的に
評価できていないのが現状です。
　そこで，逸散減衰の影響を評価するために，
杭基礎模型による振幅と振動数をパラメータ
とした動的と静的な水平載荷試験を行いまし
た。試験結果の動的と静的の荷重－変位関係

変位

荷重f (t )

f

減衰力 減衰係数
減衰比

-60 -40 -20 0 20 40 60
-20

-10

0

10

20

速度（mm/s）

減
衰
力（
kN
）

0.5mm - 30Hz
1.0mm - 30Hz
2.0mm - 30Hz


